
■来室
検討したい文章があれば、
印刷してご持参ください。
また、課題について書かれ
たプリントがあれば、合わ
せてご持参ください。
まだ文章を書いていない、
構想段階でも検討できます。

■セッションを受ける

■ ■ ■ ■ ■ 懸 賞 論 文

執筆動機

私は1年次に、商学部の1,2年生限定

ゼミであるプロゼミの、「Introduction to 

the Culture and History of Ireland」(Kate 

Elwood先生)に所属していました。これは

全編英語で、アイルランドの文化と歴史

について学ぶゼミです。ここの修了のため

の課題として2000語の英語レポートを課

されたため、学習の過程で興味を持った

アイルランド紛争の歴史について書いてみ

ようと思い、執筆を始めました。それを

提出したところ、Elwood先生に推薦を頂

けたため、改めて懸賞論文として執筆し

ました。

論文の内容

あまり知られていませんが、アイルラン

ドではほんの20年ほど前まで、北部と南

部の間で激しい紛争が起こっていました。

この背景には宗教問題・植民地時代の英

国の統治問題・地域問題などが複雑に絡

み合って生ずる複数の原因があります。

私はその中に、『宗教の違いが地域の格差

を生み、地域の格差が経済的格差を生み、

それがさらに宗教ごとの違いを広げ、そ

れらが連鎖する』という関係性を見出し、

これをアイルランド紛争の原因の一つだと

しました。そして歴史的経緯を提示しな

がら、それを論じ、示しました。

執筆にあたってのエピソード

提出するからには、自分の最善のもの

を、と考え、学生のレポート執筆に助言

をくださる、大学設置施設であるライティ

ング・センターに、執筆期間の3か月ほど

の間に10回近く通いました。その際偶然、

アイルランドに留学経験のある方に指導

担当になっていただき、実体験に基づい

た有意義な助言を多く頂きました。この

方の助言は論文執筆だけでなく、ゼミで

の歴史以外の内容の講義の際にも非常に

役立つものとなったので、とても感謝して

います。

後輩の皆さんへのメッセージ

後輩の方々に伝えたいのはライティン

グ・センターとプロゼミの価値です。ライ

ティング・センターの方は短いレポートに

も丁寧に執筆の助言を下さいます。レポー

トを書く作業を経験するのは初めてで大

変だ、という方も多いでしょう。その際こ

ちらのご指導はきっと自分の力になりま

す。またプロゼミにはどこのゼミでもよい

ので是非参加してください。早稲田は大

人数での授業が多いので、少人数での濃

密な議論や関係の中で学ぶ、ということ

は学習に対する新たな視点を得られます。

仲良しの友達もできますよ！

ライティング・センターでは以下の文章を指導の対象としています。

● 授業のレポート　● プレゼンテーション原稿　● 卒業論文　● 修士論文　● 博士論文　● 投稿論文　※まだ文章を書いていない、構想段階でも検討できます。

セッションの種類を予約時に選びます。
●�英語で対話しながら英語文章を一緒に検討するセッション

●�日本語で対話しながら英語文章を一緒に検討するセッション

●�日本語で対話しながら日本語文章を一緒に検討するセッション

●�日本語の文法に詳しいチューターが日本語文章を一緒に検討するセッション（特に留学生）

■ 予約方法
前日までは、Waseda-net Portalより（Waseda-net Portalにログイン→「授業」をクリック
→メニューから「個別指導予約」をクリック→実施箇所から「早稲田大学ライティング・セ
ンター」をクリック）
当日は、ライティング・センター受付で
※電話での予約は一切受け付けていません。
【チェックポイント】
当日、事前に予約していなくても、ブースの空き状況次第では、「飛び込み」でセッションを受ける
ことも可能です♪（Walk-in予約）

The Cycle of Hate as the Origin of "the Troubles"奨 励 賞

ライティング・センターは、「自立した書き手」の育成を目指します。

セッションの内容など、詳細については、 http://www.cie-waseda.jp/awp/jp/wc/ をご参照下さい。
※就職関連の文章は、ライティング・センターでは扱っていません。キャリアセンターにご相談ください。

ライティング・センターについて
開室期間：学期中の平日（月曜日～金曜日） 10：40～17：15（ただし、月曜日12:15〜13:45は閉室） 　　1セッション：45分間

場　　所：早稲田キャンパス7号館1階（西早稲田キャンパス、所沢キャンパスに分室あり）
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